


＝ お買い上げいただきまして誠にありがとうございます。

＝ ~ 

お買い上げし、ただきました製品は，厳重な品質管理のもとに生産さ

れておりますが，万一運搬中の事故などにともない．ご不審な個所司

または破損などのトラブルがありましたら，お早めにお買い上げい

ただきました販売店または保証書に記載されているサービス窓口に

お申しつけてくださいますようお願い申し上げます。
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こ、使用に際し，本機の性能を十介に発揮していただくために，本説明書を最後まで

お読みいただき，正しい使い方によ η末長くこ愛用くださいますようお願い申し上げ

ます。
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“お願い”

梱包材（ダンボール箱）について

本機を移動して運用するときやアフターサービスのご依頼時に，本機を

梱包しているこのダンボール箱（内外装）を使用しますと，大切な機器を

保護するのに便利です。ダンボール箱は，是非保管されておくことをお奨

めします。



． 特長
1 . SSB, AM, FM, CWの全てのモードが十分に楽しめる 6m帯

ノ、ム用オールモードトランシーパーです。

－高安定度VFOとクリヤサウンドを誇るSSB 

・高出力（ 5W）と専用フィルタ内蔵で抜群の偉力を発揮するAM

トリオ伝統の技術に裏打ちされたFM

・サイドトーン内蔵，セミフレークイン（VOX 3を接続時）運

用も楽しめる Cw 

・ 50-54MHzフルバンドカバー（但し， 52-54MHzのヘテロダイ

ン水品発振子2個はオプション）

. fl吏い易い 1バンド 1 MHz 

・VF O，固定チャンネル対応

2. 固定用途はもちろん移動運用でも完壁です。

・ AC/DC両用の 2ウェイ電源

－高性能ハンド型マイクロホン付属

．移動に便利な取手付

・騒音の中でも強い低周波大出力（2.5W/4Q) 

・ 9 cm×6 cmの楕円スピーカ 内蔵，また，外部スピーカーも接

続可能

3.操作性機能を撤底的に追求しています。

. 1回転25kHz（内側メインツ7 ミ）および1回転lOOkHz（外側早

送りツ7 ミ）の 2速度式ダイヤルメカニズムの採用

・バンドを切り替えても常に最適同調を保つドライブセミオート

機能付

・A Mキャリヤレベルはノマネル面にて操作可能

．人間工学を考慮したノマネルレイアウト

・操作状態を適確に判断するための各種の表示機能（有チャンネ

ル表示， CALおよびP.DOWN表示， RITおよびONAIR表

示）

－送受の出力レベルを歪なく常に一定に保つ増幅型AGC, ALC 

回路内蔵

・VOX(VOX 3，オプション使用時）運用も可能

4 スプリアス対策も抜群です。

・送受の高周波増幅段は電圧可変容量素子を使用した高選択性回

E各

・スプリアスの少ないターフ戸ルノくランスド型の ICミクサーの採用

・ TVI防止に効果のある本格的プy シュプル構成による終段直線

増幅器と理想的な直線構造のLPFユニットとの組合せ。

・ VFO, LPFユニットの完全シールド

5.豊富な付属機能により快適な運用を楽しむことができます。

・パルス性雑音除去に威力あるトリオ独自のノイズブランカー

(NB）回路内蔵

・ノイズカウント式にシュミット回路を併用したFMスケルチ回

路内蔵

・独自に開発されたモード差を生じない共通Sメータ一回路と FM

時のセンターメータ 回路内蔵

－外来信号に妨害されることなく周波数校正ができるlOOkHzマ」

カ内蔵

・固定チャンネル（水品発振子はオプション） 1バンド 5チャン

ネル 言十20チャンネルイ寸

・近距離との交信，あるいは調整に便利なパワータウン機能付

・VF O司固定チャンネル共に使用できる RI T回路

・6m帯セソト初の受信ブースター内蔵
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2 ． ご使用の前に
2-1 付属品

T S ---600には，次の付属品があります。お確かめください。

取扱説明書一ー・・ －－－－ －－－－ －－… . 1 

保証書－－－－－－－ …一 ・…・ ーーー .• 1 

RC  Aフォ ノ7，ラグ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

脚（ビス付）・・・・・・・・・…ー・ー ・・ ・・ーー ・ー・ー一 － ー2

r2A(AClOOV用））
ヒューズ13 A(D C用 ） ト…－－－一各1
l 5 A(D Cコード用） J 

7 イク（？イクフソク付）500Q.. …ーーー・ 1 

A C電源コード（コネクター付）・・・…一....1 

D C電源コード（コネクタ付）－一…ー...1 

VO  Xフ。ラク（耳又イ寸tt1.斉）－－－－ •••••••..••••• 1 

スピーカーブ。ラグ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

2-2 設置場所

電子機器はすべて同様ですが， TS 600の設置場所も高温，多湿，

ほこりの多いf碁戸斤はさけてく 7ごきし、。

従って司運用場所としては通風が良く乾燥した所を選び司特に直

射日光の当たる場所は絶対にきけてください。

また， TS 600は放熱用ヒートシンクが付いていますので，底面

および後面を，あまり机や壁に接近させると放熱効果が低下します

のでご注意下きい。

電波障害に対してTS-600は司万全な対策が施こされており，通常

の使用においては問題ありませんが，テレビ電波の弱し、地域あるい

は高層ビルなどの共同聴取等でテレヒ、電波が弱くなっている場所で

使用される場合は，条件によりテレビ等への障害が出ることもあり

ます。したがって TS600とテレビとの距離，また，送信アンテナ

とテレビアンテナの距離はできるだけ離して設置するようにしてく

ださし、

車載運用の場合，簡単に助手席にセットを置いても運用できます

が，この場合も放熱に十分注意し，特にセット後面が直接シートに

接することがないように，また直接振動を受けないように場所およ

び状態にて設置くださるようお願し、します。

2-3 電源との接続

TS  600は， AC電源（AClOOV）およびDC電源（DC13.8V)

での運用可能です。

AC, D C電源の切換えは，付属の各電源コードを取換えること

により行ないます。 2色（赤＠但lj，黒θ側）のコードがDC用です
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電源コードの取付け，交換時には必ず次のことを確認チェソクの

うえ，作業を進めてくださし、。

1 .電源スイッチをOF F，スタンパイスイ yチをRE Cにしま｜す。

2.電源コ ドをACソケット，またはノ〈ソテリーより取りはずし

ます。 （特にAC時に注意のこと）

以上の操作はセットの破損防止，感電防止、のために重要ですの

で，必ず行なって下さい。

各電源コードに付属している， 4P角型コンセントにはストッ

ノマーが付いていますので，セットに装着時にはストッパ を指で

押え付けながら，確実にセ y トのストッパー止めに，はきみ付け

ます。

抜き取る場合は，同様に指でストッパーを押え付け，ストッパ

ー止めからはずして抜き取ります。 （図 1参照）

図 1

2-4 アンテナの接続

能率的なQs Oを楽しむには，性能のよいアンテナを使用するこ

とが不可欠の条件となります。

標準的なクランドプレーン，八木アンテナ（図 2参照）などを，

10～ 20mくらいの高きに取付けて，同軸ケ ブルにて，本機のANT

端子へ接続してくだきい。同軸ケ ブルは， 10mまでは 5D 2V 

以上， 20m以上の場合には， 8D-2Vか10D 2 Vのロスの少な

いものをご使用ください。

なお，遠距離通信や，特定の相手と交信する場合には，八木アン

テナ等の高ゲインで十旨向性のあるアンテナを， また，ローカルラグ

チュ一等には，無指向性アンテナが適当です。

図2



2-5 マイク

付属の7 イクは，インピーダンス500Qで，特に通信機用に設計さ

れたダイナミック型です。

付属のマイク以外の？イクを使用する場合には，種類および特性

によって音質が大きく左右きれますので，良質の？イクをご使用く

だきい。当社のMC-50(20頁参照）が最適です。

7 イクのインピータンスは， 500～600Qが最適です。

なお7 イクとの接続は．図3，国4に示すように接続してくださ

し、。

2 6 電鍵

C W運用をする場合には，セット背面のKE Yジャックに電鍵を

接続すれば， CWモードで運用できます。 SSB, AM, F Mモー

ドでは，電鍵はモードスイッチによりショートきれます。

2-7 外部スピーカー

TS 600には，小型スピ カーが内蔵きれていますが，外部スピ

ーカーをご使用になる場合には，セソト背面にあるEXTSP端子に

付属のスピーカ ブラクを使用して，外部スピーカーを接続してく

Tこさし、。

DOiii C 
トランス

(a) PTT用に適さない

DOiii 
トランス

「ーー

ピこ工
(b) PTT用tニ適す

図S PT  T用マイクロホン

外部スピーカーには，インピーダ、ンス 4～ 8Qで，高城および低

域がカットされている，通信機用スピーカーのご使用をおすすめし

ます。当社のSP-70が最適です。

外部スピーカープラグを差し込むと，内部スピーカーは切れます。

PHONES端子には， レベル調整用の抵抗が付加されていますので，

外部スピーカーの取り出しには不適です。

なお外部スピーカーとの接続時には， AF出力を短絡しないよう

充分にご注意くだきい。また高周波のまわり込み防止のため，シー

ルド線を使用し，なるべく短〈配線することをおすすめします。

2 8 VO  X接続

s s Bなどの交信にて， V0 X運用ができます。

T S-600の背面にあるV0 X端子には，通常9ピンのMTプラク

が挿入されておりますが，ここにV0 X-3（オプション）に付属され

ている V0 Xコードを接続すれば，ただちにV0 X運用が行なえま

す。

VO  X運用については， 410項(16頁， 62頁（20頁））をこ参照く

fごきし、。

なおVox 3 を接続しない場合には，必ず付属の9 ピンMT プ

ラグを挿入しておいてください。このプラグが挿入されていないと

送信できませんのでご注意ください。

JI, 1 
コード側から見たところ

マイク

図4 マイクロホンの接続図
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3. 各部の名称と動作説明
※主なツマミ，スイッチの詳細説明は， 8' 9頁を参照してください。

を

指

1
J
を

度

出

品

ふ虫

H
I

号

の

町

信

受

力

一
一

s
日

夕

一

は

訂

一
一
に
山
す

メ
一
時
時
ま

、
ノ
－
ニ
昌
－
E

L

l
－
f

f

 

νれ
－
受
送
示

※
 

※l②POWERスイッチ

上で電源がON，下で OFFとな円

ます。

※l⑧スタンパイスイッチ

スイッチが下のときには受信，上

へ佃lすと送信に切替わります。

メ

す
一
で

チ

一

汁

什

ツ
一
セ
イ

イ
一
川
ス

ス
一
回
れ

設
一
と
明
み

刊
一

S
の
の

E
一
の
と
時

M
一
時
）
M

心J
一
信
一

F

L
一
受
タ
（

※
 

※l⑤NB（ノイズプランカー
スイッチ）

自動車のイクρニッションノイズの

ような，パルス1主ノイズの多いと
きにお使いくたさい。

⑥マイク端子

マイクの入力端子と PTT回路があ

ります。

⑦PHONES端子

ヘットホーン用で，プラグを入れ

るとスピーカーの音は切れます。

インピ ダンス 8Qのへy ドホー

ンがこイ吏用になれます。

⑨RITスイッチ

RIT( Receiver Incremental Tuning) 

回路のON-OFFスイッチです。

※l⑨MODEスイッチ

CW, FM, AM, USB, LSB，を切替

えるためのスイッチです。
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⑩ ON AIRインジケーター

送信状態になると点灯します。

⑪RITインジケーター

RIT回路が動作すると点灯します。

⑬ダイヤルケージ

メインダイヤJレにより，周波数を

読みとる基準線です。

※l⑬CAL旧LATE
インジケーター

マーカ一回路が動作すると点灯し

ます。

※l⑭サブダイヤル

向

回

で

が

方

振

プ

プ

計

発

ン

ン

時

日

ン

ル

ラ

ラ

4

反
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・
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ネ

る

制
二
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寸

一
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ン
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ι

O
タ

一

ミ

ま

一
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態
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P
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一
⑩
肝
は
一
＠

w
w
h
献

※
 

⑮RF POWERツマミ

送信出力をボリウムにて可変でき

ます。反時計方向に回しますと，

出力は減少します。通常は，時計

方向に回し切った状態でご使用く

ださい。

日～1000の目盛で IMHzをカバー

しています。

⑮R-DXスイッチ

受信ブースターをON,OFFするス

インチです。（詳細については12頁

をご参照ください。）

⑩メインダイヤル円盤

｜目盛 IkHzとなっています。

※1⑫メイン同調ツマミ

運用希望周波数にセッ卜するため

のツマミです。｜回転25kHzてeす。

※I⑩早送り同調ツマミ

l回転IOOkHzの同調ツマミです。

AM送信時の CARレヘル調整用ツ

VFOと固定チャンネルの切替スイ

ッチです。固定チャンネルが5チ

ャンネルで， 4バンドで20チャン

ネルとな円ます。

⑩ BANDスイッチ

50～54MHzまでの全アマチュアバ

ンドを IMHz幅の4ノ〈ンド（50,

51, 52, 53MHz帯）に切替えます。

52,. 53MHz帯は，オプションの水

晶発振子が必要です（23頁参照）。

⑮BANDインジケーター

50, 51, 52, 53MHz帯のハンド表

示です。



⑫AF GAINツマミ

受信時の音声出力調整用のツマミ

です。右へ回すと音量が大となり

ます。

※l⑫DRIVEツマミ

受信時は， Sメーターの振れが最

大になるように合わせます。また

送信時は，送信出力が最大となる

ように合わせます。

※I(⑬RF GAINツマミ

受信機の高周波増幅段の手IJ得を調

整するツマミです。通常，時計方

向へ回し切った位置てF使用します。

※l⑮RITツマミ

送信周波数に関係なし受信周J皮

数の微調整ができます。

※l⑩SQUELCH/CAしツマミ E

スケjレチ調整用およびCAL用のツ

マミです。

F Mモードにて時計方向に回すと

スケルチONとなります。通常は

時計方向に回しノイス’か消える隈

界位置にセ y 卜します。

また，受信状態でツマミを反時計

方向に回し切りますと， CAしがON

となりマーカ 回路が動作L，受

信周波数を IOOkHzこrとに校正で

きます。

CAしがONの状態では，送信でさま

せんのでご注意ください。

①A N T端子

アンテナ接続用の端子です。

②セット銘板

TS 600のシリアル番号か記載さ

れています。

③ヒートシンク

（送信終段部放熱板）

送信用ファイナルトランジスタ放

熱用のヒートシンクです。

④RL-MAKE端子
（リレー端子）

このリレー接点は，受信時はOFF,

送信時に接地されます。

｜｜ 

⑤K EY端子

C W送信のとき電鍵プラクを差し

込みます。

⑥ALC-INPUT端子

外部ALCの端子です。

⑦EXT. SP端子

外部スピーカ の端子です。

4～ 8 Qのスピーカーをごイ吏用く

ださ L、。

付属のAC電源ケーフJレ，または，

DC電源ケーフJレのコネクタを接続

します。

y⑨AC 2Aヒューズ
ホルダー

A C電源の｜次側のヒユースヵ、入

っています。

⑩vox端子

スタンハイを，自動的に行なえる

vox回路を追加するためのソケッ
トです。 voxを追加しないときは
必ず9P MTプラクを入れておい
てく fごさ L、。
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3-1 前面パネル

①メーター

メーターは， 3種類の表示を行なう機能を持っています。受信時

にはSメ ターとして動作し，受信信号強度を1～9および9+20dB, 

9 +40dBの目盛によって表示します。 FM受信時に METERスイソ

チを CE Nにすると，センターメーターとして動作します。送信時

には， RF出力信号の強度を示します。

特に， AM送信時の最適出力レベル値として， RF目盛の 3-5

目盛部分を太線で示しております。

②POWERスイッチ

パワースイ、ソチは，上で電源ON，下で電源OF Fになります。

⑧スタンバイスイッチ

このスイソチの上下切替えにより，上側（SEND）で送信，下側

(REC）で受信をすることができます。受信状態のまま（スタンバ

イスイッチの｛立置REC）？イクロホンのPT TスイッチをONにす

れば，送信に切替えることができます。

送信回路の調整が不完全のまま， SEND状態にしておきますと故

障の原因となリますのでご注意ください。

④METERスイッチ

F M受信時のメータ一指示を S（信号強度）とセンターメータ と

に切替えます。他モードにおいては，このスイソチにかかわらず，

受信時のメーターは Sを指示します。

⑤NB（ノイズプランカー）スイッチ

白動車のイクーニッションノイズ等の，パルス性ノイズの多い時に

お使いください。ノイズが押えられ，微弱な信号が浮き上山快適

に受信が楽しめます。

⑨MODEスイッチ

このスイッチを切替えることによリ，次のモードの送受信ができ

ます。
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cw （電 信） モールス符号の送受信。（A,)

FM （周波数変調）一－FM電波の送受信に使用します。（F,)

AM （振幅変調） A M電波の送受信に使用します。 (A,) 

SSB(USB,LSB）をこの位；置で、聞きま

すと，“もがもが”となるだけですから，

ご注意くださし、。発射電波は完全なA，と

なります。

USB （上側波帯ト－UPPERSIDE BANDの送受信に使用し

ます。通常 6m帝50MHzでは，国際的慣

習により Us Bが使用されます。（A,i)

LSB （下側波帯） LOWER SIDE BANDの送受信も使用

できるように Ls Bモードを付加しであ

ります。

⑬CALインジケーター

SQUELECH/CALツ7 ミカヘ CALスイソチを ONした時（？ーカ

一回路が動作した時）点灯し，周波数較正が可能であることを示し

ます。

⑭サブダイヤル円盤

0～ 1000の目金で 1MHzをカバーしています。各目盛は50kHz間

隔で目盛られています。サブタイヤル円盤は，メイン同調ツマミ，

早送り同調ツ7 ミと同一方向に回転し，メイン向調ツ7 ミ40回転，

早送り同調ツ7 ミ10回転でO～ 1000目盛をカバーします。

⑮R-DXスイッチ

このスイッチをONにすることにより受信ブースタ が動作しま

す。 OF Fにすると通常の受信状態となります。通常はOF Fの状

態でご使用ください。

⑫メイン同調ツマミ（内）

運用希望周波数にセットするためのツマミて＂， 1回転25kHzです。

⑩早送り同調ツマミ（外）

F M運用時，あるいは他のモードで早送りの必要のある場合．外

側のこのツ7 ミを回しますと， VF Oギヤの回転比が小さいので，

希望の周波数に．すばやく同調させることができます。早送り同調

ツ7 ミは， 1回転lOOkHzに設計されています。

⑩ P.DOWNインジケーター

RF POWERツ7 ミを時計方向最大（スイソチONの位置）から

反時計方向へ回すと P.DOWNインジケーターが点灯し， POWER

DOWN状態である事を示します。



⑮RF  POWER 

このツ7 ミを反時計方向に回しますと送信出力は減少し，定格出

力から lW以下まで出力を変化させることができます。

H百十方rr,1最大の状態（RFPOWER SW  ON）にて定格出力が得ら

れます。

なお， Ss B運用時は，ニのツマミを時計方向最大（RFPOWER 

SW ON）にてごf吏用ください。

i主 ホリウムを反時計方向に回し切った状態のときは， RFメ

ーターはほとんど振れませんので，運用の際はご注意くだ

さL、。

⑮FIX・CH（固定チャンネル）スイッチ

VFOと固定チャンネルの切替えスイソチです。固定チャンネルカ、

5チャンネルで， 4ハンドで20チャンネルとなリます。固定チャン

ネルの発振子の周波数は司 4つのれンド内では同一の周波数になリ

ます。たとえば50MHzノ、ントにおける50.40MHzは司 51(52,53)MHz

バンドに切替えると 51.40(52.40, 53.40)MHzとなリます。

回定チャンネル用水品発振子はオブンヨンとなっています。

⑫DRIVEツマミ

DRIVEツ7 ミIi，’受信時には RF J背中hiおよひMIX人jJコイルの同

調用で唱送信H寺には HE T ミクサーの出力同調用となり，送受の同

調が同時に取れるように設計された電子同調回路の調整用ツ7 ミで

す。

なお， FINAL段は広帯域J押幅器となっていますので，送受信の同

調は全てDRIVEツ7 ミの操作だけで行なえます。また司バンドスイ

ッチを切リ替えても，メインツ7 ミ（VFOツマミ）が同じ周波数であ

れば，再同調せずにそのまま送受信が行なえるセミオート方式とな

っています。

⑮RF  GAINツマミ（外）

受信機の高周波増幅段の利得を調整するヅ7 ミです。時計方向へ

回し切った位置が干IJ得最大となり，反時計方向へ凶し切った位置が

利得最小です。なお，この時司 Sメーターが RFGAINの調竪にし

たがって振れ， RFGAINの最低のレベルを示します。たとえば， S

メーターの針が9の位置を示していれば， 9以下のレベルの電波は

減衰を受けることになり，雑音および混信が押えられて聞きやすく

なります。 Sメ タ の振れにより司 RFGAINの状態fJ＇メーター

の指示で読み取れます。

⑮RITツマミ

RIT回路カ、ONのH寺に，受信周波数のみを微調整するツ7 ミです。

RITツ7 ミの指針をパネル面の RIT"O”に合わした同司送受の周

波数が一致します。相手局が白局の周波数より多少のすれがある場

合に，送信周波数に関係なし受信周波数のみ約士 2kHzf!Jかして相

手局にあわせることができます。主主Y.1:.?・..聞主主ャー三 :r~！日空「刊日立

にもRITは動作します。

⑩SQUELCH/CALツマミ

SQUELCHツ7 ミは句 FM時に時計万r,,1に同すと，スケノレチがON

となリます。通常．時計方向に回し．内部ノイズが消える位置にセ

ノトします。受信状態でツ7 ミを反時計方向に回し切リますとー

CA  Lスイソチヵ、入って司 7 ーカ 光振器が動作し．受信周波数を

100kHz毎に校正することヵ、できます。

注） CA  LスイッチONの時は，回路的に送受信ができないよう

に設計されておりますので，運用の際はご注意ください。

3 2 背面パネル

⑩vox端子

ボイスコントロール回路接続用の端子です。オフ。ンヨン別売の

vox-3，ボイスコントロールユニットの使用が最適です。なお，

vox・3を接続をしないときは，必ず付属の 9PMTプラグを差し込

んでおいてください。プラクを差していないとスタンハイリレーが

動作せず司送信ができません。また， CALONにでも RF入力回路

が切れませんのでご注意ください。
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4. 運用方法
4-1 運用にあたって

6m帯のVHFでは，図 5のようにJARL(日本ア7 チュア無線連盟）

の推奨バンド使用区分が決められていますので，ル ルに従って運

用されるよう希望いたします。

TS  -600のようにオールモード機の場合，いろいろなモードの電

波の発射が可能なだけに，使用電波の慣習には充分な注意を払い，

運用にあたっては無用の混乱が生じぬよう，充分な配慮をお願いい

たします。（図 5参照）

50MHz 50.01050.IOfl 51.000 51.200 52.000 

通

信

方

式

摘 I",ill l州い

要 I,1 f 

FM 

S S Bl AM 

(AM) SST 

IS ST V) A9 

I A 9) RTTY 
( R TTY) CW  

(CW) (FM) 

6kH,UI 40kH，以｜、 6kH，以 i、

討してAMJ；よ nl江として山則 Ii毎外へ町，，.菩に｜山

USSBでif叫する てし ピル （へ内有(2同0法kH数，i千i作仰！とはすなるるj¥ 
'IF Mを1,tg1するこ
とかできる）

七lι波’l',A

40kHzJJI、

図5

4-2 受信のしかた

電源，アンテナ， 7 イク，電鍵などの接続準備が終りましたら，

表 1にしたがって，各ツ7 ミを設定してくだきい。

以上の受信準備が完了しましたら， POWERスイソチをONにしま

す。メ ター，サブタイヤル，サブタイヤル指針，バンドスイッチ，

FIX.CHスイソチのノマイロソトランフ。が点士丁し， T S-600か重力f乍開

始したことを示します。つぎに各ツ7 ミを，表 2にしたがって調整

します。

以上，大まかな受信操作を説明しましたが，各モ ドにおける操

作方法に多少の差異があリますので，次に説明します。

なお， POWERスイッチをONにしてもコンデンサーが充電される

まで一瞬受信音が出ないニとがありますが異常ではありません。

ss Bモードの場合

ss Bモードには，usBとLSBがあります。運用上の慣習からUSB

が主に使用されます。基本的操作については， USBとLSBとでの差

はありません。

SSBにおいての周波数合わせは，一般的にただちにゼロインでき
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表 1

54MH, 

POWERスイッチ OFF 

スタンノくイスイ yチ REC 

METE Rスイッチ s 

品目日 NBスイッチ OFF 

RITスイッチ OFF 

面
CW, FM, AM, USB, LSBの

MODEスイッチ
各受信希望モード

R-DXスイソチ OFF 

J、－ A°M CARツマミ 中央

DRIVEツ7 ミ 12時の位置

ネ
RITツ7 ミ 。
SQUELCHツ7 ミ 反時計方向最小

Jレ RF GAINツマミ 時計方向回しきり

AF GAINツ7 ミ 反時計方向回しきり

BANDスイソチ 受信希望ノミンド

FIX.CHスイッチ VFO 

表 2

調整するツマしまたはスイッチ 内 容 （使い方）

AF, GAIN 
時計方向へ回し，適当な音量に

セットします。

MODE( CW,FM,AM,USB,LSB) 目的のモードに合わせます。

ゆっくり回して，目的の信号が

メイン向調ツマミ 最も明瞭に聞こえるように合わ

せてください。

DRIVE（表示日盛は， 目安とし
最大感度（ sメーターの振れが，

て利用してくださしサ。
最も大きくなる）になるように

調整します。

通常，時計方向に回し切った位

置で使用します。

RF GAIN 信号が非常に強い時は，適当に

しぼって（反時計方向に回して）

おf吏し、くださし、。

MODEツマミがFMの場合に，

時計方向へ回すことにより無信

SQUELCH 号時のノイズを消すことができ

ます。通常， ノイズが消える限

界位置にします。

RITスイッチをONとし．ツ7 ミ

を左右に回すと受信周波数た一け

RIT を変化させることができます。

（“交信のしかた”の項を参照し

てください）

るようになるまでには，慣れを必要とします。



ダイヤルの合わせかた

us Bの場合は，最初に受信周波数より数 kHz低く（メイン夕、イ

ヤル目盛で2-3目盛，反時計方向）メイン夕、イヤルをずらせます。

すると録音テープを早送りした場合のような，高い音が復調されま

す。メイン同調ツ7 ミを，ゆっくりと周波数の高い方へ（時計方

向に）戻していきますと，だんだん明瞭度があがり，セロイン点で

自然な音で復調されます。

注1 このゼロイン点を通り過ぎますと，急激に明瞭度が落ちま

すので，ゼロイン点は比較的簡単に見い出すニとができます。

以上の操作でも復調できない場合には， LSB電波の可能性があり

ますので， MODEスイソチをLs Bに切替えてください。

LSBの場合の操作は，上記と反対になります。

注2 ゼロインした後で，相手局の周波数がずれてきた場合は，

RI TスイッチをONにして， RITツマミで調整してください。

注3 RITを使用すると，送信周波数と受信周波数が一致しなく

なります。新たに送信してコールする場合は，必ずRITツマ

ミを“O”にするか， RITスイッチをOFFにしてください。

A Mモードの場合（図 6参照）

タイヤルを合わせる方法は， Sメ ターの振れカ、最も大きく振れ

るようにしますとこの点で送信，受信の周波数が 致します。

また， TS 600同士で交信する場合，次の点に注意してください。

A Mモードにおいては，送信のキャリア発振周波数が， 10.7006MHz 

となり，送信周波数が受信より 600Hz低くなっております。

したかーって，最初に相手局の信号を Sメーターが最も大きくふれ

るように，メインダイヤルを合わせます。この状態てv 相手局をコ

ールした場合，その相手局がこちらの送信周波数にゼロインし直し

てしまいますと，次にこちらが受信した場合，受信周波数が最初の

位置と異なることになリ， Sメーダーの振れが最大の位置よりずれ

ることになります。この場合には， RITをスイソチをONとし， RIT

ツ7 ミで受信の同調を取り直すようにしてくださし、（図 6参照）。
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④目局

F Mモードの場合

信号が明瞭に受信できるように，メインダイヤルを合わせます。

METERスイッチをCENにしますと，メーターは司中心周波数指示

（センターメ タ ）として動作します。したがって，メインタイ

ヤルを回して，相手局をセンターメーターの中央に合わせますと，

この点で送信，受信の周波数が致します。

っさにMETERスイ yチをSに戻しますと，相手局の信号強度（S)

を読みとることができます。

なお， Sメーターの振れが音声にしたがって変化する場合には，

メインタイヤルを左右どちらかに，数kHz回してみると Sメーター

が安定する（フェージンクが無い場合）ところが見つかります。こ

のように TS 600では， Ss B用IF回路がFMの Sメータ一指示回路

の一部を構成していますので， Sメータ一指示がFM電波の受信に

際しでも対数的となり，大入力時の Sメ タ 指示の飽和；がなく

モード間の指示の差を較正する必要がないように工夫されています。

F Mの場合， I Fの帯域が広いですから，周波数が多少ずれてい

ても受信には支障ありませんが，送信する場合には，相手局が固定

チャンネル運用の場合もありますので，なるべく相手局周波数十二セ

ロイン（センタ メータ の中央）するように，メインタイヤルを

合わせてください。

cwモードの場合（RITの使い方）

RITスイソチを OFFにして受信し， cw電波のビート音が900Hz

（注1参照）になるように， メインダイヤルを合わせますと，白局

の電波を相手局の送信周波数にゼロイン（注2参照）することがで

きます。

また，白局の送信する呼出し電波等に対して， 900Hzのビート音

で答えてくれは，相手局はゼロインしてきたことになります。この

場合，相手局が900Hzよリずれて応答してきた場合や，自分の好み

のビート音でcw運用を行ないたい場合には， RITスイソチを ONに

し， RITツマミを回して好みのヒート音にしてくだきい。

注1 900Hzの音は，正確には周波数カウンターにて調べなくて

はなりませんが，ラジオの時報は，短音（440Hz），長音（880Hz)

ですから，時報をある程度の目安として利用するのも良いで

しょう。

注2 ゼロインとは，相手局の送信周波数に，自局の送信周波数

を正確に合わせるニとをいいます。
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R-DXスイッチを使用する場合

TS 600は，通常使用時においては受信ブースターを使用しなく

ても（R DXスイソチOFF），十分良好な感度特性が得られます。

受信ブースターは，特に微弱な信号を受信する場合（スレシュホ

ールドレベル以下の FM信号等）に効果がありますので， D X交信

時等にこ使用されることをおすすめします。

R DXスイ、ソチをONした場合に，高周波段の利得が受信ブースタ

の利得分（およそ数dB）だけ上昇し，感度は良くなりますが2信号

特性カ、悪化します。

このとき，受信周波数の近くにローカル局等の5郎、信号がある場

合は，混変調妨害を受けやすくなり，了解度が良くならないばかり

か逆に悪化する場合もあります。また Sメーターは通常の信号の振

れより， S目盛にしておよそ 3～ 5多く振れますので，こ使用の際

はご注意ください。

なお，受信ブースターは外来の雑音も同時に増幅しますのでノイ

スプランカーを併用されると効果の出る場合もあります。

4 3 RITの使い方

RITとは司 ReceiverIncremen ta! Tuningの略て＼送信周波数を

変えずに司受信周波数のみを約土 2kHz変化させることができます。

交信中の相手局周波数がずれてきた場合に， RITスイッチを ON 

とし（同時に RITインジケーターが点灯します入 RITツ7 ミにて受

信周波数を相手局に一致きせることができます。 RITを使用すると，

送信周波数がそのままで，受信周波数を任意に変化きせるわけです

から，送信，受信の周波数がずれてしまいます。したがってトラン

シーブ（送信，受信周波数の一致）とはなりませんので，受信中の

局を呼ぶ場合は，必ずRITをOFFにするようにしてください。

各モードにおける RITの使用法は＇ ..受信のしかた”の項を参照し

てください。

注1固定チャンネルを使用している場合も， RITは動作します。

注2 558の場合， RITがONとなっていて，周波数が1～ 2kHzず

れているのを気付かずに送信しますと，全く受信できないニと

もあります。
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4-4 送信のしかた

送信運用を行う場合には，まず受信操作を完全に行い，発射しよ

うとする周波数にて，他局が交信していないことを確めます。次に．

送信の調整（DRIVE、ソ7 ミおよび7 イク VR）を完全に行し＼常にき

れいな電波を発射するよう，心がけてください。

また，送信の調整を行う場合は，必ずトランシ パーの負荷とし

て， 50Qのタミ ロ ドかアンテナを接続してください。

不用意に電波を発射しますと，他局へ妨害を与える恐れがありま

すので，できる限りダミ ロ ドをご使用ください。

ダミーロードには， 20W程度のものを使用してください。

調整は，短時間で要領よく行うことが，セソトの寿命を長時間保

つ上で必要なことです。

各ツ7 ミ，スイソチを表 3のように設定してください。

表 3

スタンパペスイソ千 REC 

RITスイッチ OFF 

前
MODEスイソチ cw 

RF POWER 時計方向回しきり
面
DRIVE、ソ7 ミ 12時の位置

RITツ7 ミ 。
，、． 

受信時における最適位置
SQUELCHツ7 ミ

(CAL ONにしないこと）
ネ
RF GAINツマミ 時計方向回しきり

Jレ
AF GAINツ7 ミ 受信時における適正音量

BANDスイソチ 50 

FIX.CHスイッチ VFO 

C Wモードの場合

BANDツ7 ミを50(MHz）または51(MHz）の希望周波数に合わせ，

MODEスイソチが CWの位置にあることを確認します。

スタンノくイスイソチを， RECからSENDiこします。この時， メー

ターが振れ， ONAIRランフ。が点士丁することを石在認してから， スタ

ンパイスイソチを RECに戻してくだきい。

次に，再びスタンパイスイ yチをSENDにします。 DRIVEツ7 ミ

を回して，メ ターの振れが最大になるように調整します。その後

で，スタンハイスイッチをREC（ニ戻してください。この調整は，で

きるだけ短時間にfiってくださし、。

この調整で背面ノぐネルのKEY端子に電鍵を接続した場合は，スタ

ンパイスイソチを SENDにして，電鍵をダウンした状態で行ってく



だきし、。この状態で電鍵をたたけば司 C W運用ヵ、できます。

本機は、サイドトーン回路が内蔵されていますので＼ C W送信の

モニタ をすることカ、できます。サイドトーン回路の青量調整は司

ケースの上蓋をあけ，サイトトーンツ7 ミで適当な音量に調整して

ご使用ください。（図 8, 13頁参照）

その他のモードの場合

その他のモード（ FM, AM, USB, LSB）では， CWモ 卜にて唱前

項の調整を行えば司送伝準備は完了します。

付属の7 イクを接続し，スタンパイスイソチを SEND！こしてから，

マイクに向って話せは‘音声が送信されます。

スタンノ〈イスイッチを
SENDにする

メーターが最大に振
れるように調整する

REC 。
MODEはcw

図7

サイドトーン

図8

FM, SSB( USB, LSB）のマイクゲインの調整は唱ケースの上主主

をあけ唱 7 イクゲイン調整ツ＜＇ ::_, FM,SS Bを調整して行います。

FM司SSBのツ7 ミの最適位置は，但l転角の中央付近です（図 8参照）｝

良質な電波を発射するために， 7 イクゲインはなるべくしぼってお

f史いください。

A Mの場合は，送信状態にしてメーターの指示が“ 3-5”の範囲

内（メーターに指標があります）にAMCARツマミを調整しますと，

最適の出力となります。

メータ の指示ヵ、 3u.、下ですと山jJヵ、少なくなリます。また 5以

上に上げすぎますと，ミ豆ヵ、巧＼＇え変調は浅くなりますのでご注意くだ

さし、。

ナテンア

KEY 

。。
0 

0 0 

電鍵を接続した場合は、

送信状態で、電鍵をダウ

ンした状態で行うこと
V
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V

Q

u
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＋
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n
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q
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u
サ
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u
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±
7
0
門
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ドライブセミオート機能

ドライフの同調はセミオ 卜方式を採用し， VFOld ¥lli O -1000に

対比しておりますのでBANDツ7 ミを切替たときとのノ、ンドにおL、

ても殆んど段通同調状態となっております。

トライフツ7 ミの位置は， VFO目盛が500のとき中央（時計の文字

板で12時の位置）付近となっています。

PTT（プッシュツートーク）運用

付属の7 イクまたは PTTスイソチ付の7 イク（当社のMC 50等）

を使用すれば，スタンパイスイソチは RECのままで， PTTスイソチ

を押すことによリ送受の切替が行えます。
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インダイヤルの O目盛を中央ダイヤルゲージのVに合わせてくださ周波数校正の方法（図 9参照）4 5 

し、。

F MおよびAMの場合
あらかじめ夕、イヤルを校正してお周波数を正しく読むためには，

かなくてはなりません。これにはセソト内蔵の100kHz7ーカ一発振

器を利用します。 SQUELCHツ7 ミを左に回し切り， CALスイッチ よって搬送7 ーカ一発振器のビート音は出ません。この場合は，

波（キャリア）がメーターで最大に撮れる点が正しい同調点です。この発振器が重力7 ーカ一発振器が動作します。をONにしますと，

マ カ一信号でセンタセンターメーターを使用し，F Mの場合，その高調波が正確にlOOkHz間隔にて，全ノミンドで受信作しますと，

ダイヤルゲージはーメーターの中央になる点が正しい同調点です。R F入力回路（リレー）がOFFとな I)'この場合，なお，できます。

中央のダイヤルゲ ジを使用します。C W と同様，外来電波はほとんど入感しなくなります。

周波数の読み方4-6 
us Bの場合

あるところで7 ーカ 発メインツ7 ミを時計方向へ回しますと，

サフ守ダイヤノレだlナで図 JOを参照してください。概略の周波数は，高音から低音に変化し，最後にゼロヒートとなf辰器のビート音が，

メイン1 kHzのオーダーまで読みとる場合は，

ダイヤルと各夕、イヤルゲージを用います。

C Wモードで運用する場合は，希望の信号を受信し，

も読みとれますが，メインタ台

イヤルの O目盛を USBタイヤルゲージに合わせてくださし、（図 9(a) 

参照）。

メインツマミを押さえて，ゼロビートのイ立置で，ります。

目盛の低い

ビ ト周波数を方から高い方へ（時計方向）メインツ7 ミを回して，スプリングで圧着された構メインダイヤル目盛板とツマミは，‘王

変化させながらゼロビートを取ります。次にメイン同調ツマミを周スリップ。して指で軽く押しつけて回しますと．造になっており，

ビート周波数が約900Hz波数の低い方向（反時計方向）にもどして，目盛を夕、イヤルゲージに合わすことができます。

中央のタイヤルゲージVで周波数を読みとることになった場合に，

大きなメ

必

セーロビートを中心として両サイドに，

インビ トとわずかに出る残留ビートの 2つが認められますが，

ずメインビートで合わせてください。

なお，ができます。

刈十＼）
相手局にゼロインすることが残留ビートで合わせた場合には，1主

また残留ビートでは， 900Hz付近に同調させても，

明らかにメインビートと

できません。

Sメーターはほとんど振れませんから，

区別できます。

働i

ダイヤル読み取り

USB 220kHz 

BANDスイッチ表示周波数に

上記読み取り値を加えたもの

が運用周波数です。

例

BANDスイッチ

MODEスイッチ

運用周波数

50.00+220=50.220MHz 

( b)LSBの場合( a)USBの場合
図9

LS  Bの場合

50MHz 

USB 

LSB「V「ーUSB
河.，..，.，.守干r干Fャ．‘

ビート音がUs Bの場合と反対になります。LS  Bの場合は， メ

us Bと同様にセ、ロビートの位置で，インツ7 ミを反時計方向に回し，

メインタイヤルのO目盛を Ls Bに合わせてくださし、（図 9(b））。

USBかLSBのどちらかで目盛校正すれば十分で，両方行う必要

はありません。

i主

C Wの場合

周波数の読み取り図10
USBの周波数日盛（目盛校正位置）から，約900Hz低い周波数が送

その位；置でメC Wで目盛校正をする場合は，信周波数になります。

14 



4十 7 固定チャンネル運用

TS  600には，固定チャンネル運用ができるように，セミシンセ

サイザー水晶発振回路が内蔵されています。

利用法としては司 Ss Bの移動運用，使用頻度の多い FMの場合司

車載運用，スケシュール運用句その他水品制御による運用が便利な

場合などです。

FIX.CHツ7 ミを VFO表示から固定チャンネルへ切替えますと，

水晶が帰入されている所はランプが点灯（有チャンネルインジケー

ター）します。 FIX.CHツマミの表示は， 1,2,3,4,5を表示

しておりますので，クラブチャンネル等にご自由にお使いください。

固定チャンネル用水品発振子は，次の計算式で周波数を求めます。

但し司 52MHz, 53 MHzノミンドは号Jj売のTS-600ヘテロタイン用オ

プション水晶の持入時に運用できます。

FM, AM, C Wの場合

j水晶発振周波数（MHz)=(69. 90ー10.70) X ! 
: 「X＝希望周波数（MHz)

! 69.90(MHz)=50MHzノ〈ンドのHET（ヘテロダイン周波数） ！ 
; 10.川 MHz）＝送信 IF周波数」 ： 
、e・e・－・-----・-----・---・-・－・e・－・-----・-... ____ .... -----・-・－・－・’＿ .... _ .... _ ....・，，

TS  600は， MIX方式ですから， 50MHzノくンド（50～51MHz）で水

品発振子を作りますと， 51MHzノくンド（51～ 52MHz), 52MHzノ、ン卜

(52～53MHz), 53MHzノ〈ンド’（53～54MHz）に切替えることによリ，

MHz以下が同じ周波数の51-53MHzノミンドの周波数が使えます。

次に例を示します。

50.20MHzの水晶発振子を作る場合

! 50MHzノミンド

! (69.90 10.7) 50.20＝~となります。 ： 
9. 00MHzの水品は

水晶発振周波数

51MHzノくンドにすると

(70.90 10.7) 区亙＝51川 Hz

〔70.90MHz二 51MHzノミンドのHET周波数〕

； 削 Hzノ、ンドにすると
! (71.90 10.7) 区百二52.20MHz 

〔71.90MHz=52MHzノくンドのHET周波数〕

i 53MHzノぐンドにすると

l (72.90 10.7）区亙＝53.20MHz
： 〔72.90MHz＝削HzバンドのHET周波数〕
、・－－・－－－－－－－－・，4・，，...._ .. _,.__ .. __ .... ・9・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・－・－＇
注 C WおよびAMモードにおいては，送信のキャリヤ発振周波数

が10.7006MHzとなり，正確には上記計算値より600Hz低い周波数

が必要となります。しかし，実際上よほど正確な周波数を必要と

しない限り，水晶発振子にてニの補正を行う必要はありません。

ss Bの場合

s s Bの場合は，水品発振子の周波数を FMと同じにしますと句

フィルタ の中心周波数から1.5kHz外れてしまいます。

us Bの場合（50MHzノくンドでは， Us Bの使用が国際的慣習と

なっています）は， FMの場合よリ 1.5kHz低くします。またLSB  

の場合は，逆に1.5kHz高い周波数にします。

USBで50.05MHzの水晶発振子を作る場合

i ( 69. 900 10. 700）ー50.05 0.0015= 9.1485MHz 主

水品発振周波数

l 0. 0015－→1. 5kHz 寺

、，，，，，，a・4・＿，，，__ ...，・a’・4・，，...-... __ ... ___ ... _ .... ＿・e・e・－’－－－・－－－・－・－－－・・－－－－－－－ ~" 

注 8.200MHzの水晶発振子を使用した場合， 53MHzハンドで周波

数は 54.00MHzとなりますので誤まって電波を発射しないよう十

分注意してください。

50, 51, 52MHzの’‘ンドでは，それぞれ51.00,52.00,53.00MHz

で問題ありません。

また， 9.200MHzの水晶発振子を使用した場合は， 50MHzパント

で周波数は 50.00MHzとなりますので電波を発射しないよう注意

してください。

なお，オプション水品発振子の仕係は23頁にありますので，ご参

H買くださし、。

4 8 RF POWERツマミのイ吏い方

F Mの電波には，弱肉強食の性格があります。すなわち同一周波

数に強し、電波と弱し、電波が混在した場合には．強い電波か弱L、電波

を完全に押え込み，弱し、電波は全く受信できなくなります。

従って混信による妨害を受けにくいのですが，反面，強い局が出

ていると，同一周波数で出ている 5)',J，、 DX局などが受信できなくな

る欠点もあリます。

そこで限られた FMのパントをよリ多くの局で使用するためには司

交信の相手方との距離により送信出力を変えて．交信できる最低限

の出力とし，少しでも弱肉強食による幣害を防がなくてはなりませ

ん。
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送信出力の状態は， RFメーターにより表示されますが， RFメー

ターはアンテナの状態により振れ方が変わるため，出力電力を正確

に表示することはできません。

しかし，通常使用状態における出力電力の目安としては，定格出

力時のRFメーターの振れを 8とすれば， RF目盛1.5にて出力約 1W,

5にて約 5Wとみなせます。

なお Ss Bモードにおいて， RFPOWERツ7 ミを反時計方向に回

しておくと司 ALC電圧が不足し，ひずみが生じる場合もありますの

で司 SSBモードでは， RFツマミを常に時計方向最大（P.DOWN表示

消灯）にてこ‘1吏用ください。

4-9 外部DC電源による運用（モービル，移動時等）

TS 600は，外部DC電源（DC13.8V）による運用ができます。

操作方法

モービル司移動運用でも．固定局での運用と基本的には違いあり

ません。モービル運用は，設置場所，運用方法等に若干の工夫をィ疑

らすことにより，よけ快適に運用を楽しむことカ、できます。設置位

置は司オペレ タ の乗車位置により異なリます。逆転者がオベレ

ー卜する場合には，車の構造，大きさに合わせてアンクル等を作リ．

セットを佐実に保持するようにしてくださし、。また，簡単な運用方

法として，助手席にセットを置くことを考えられます。この場合，

急ブレーキ等でセソトが落下しないように．シートへルト等でしっ

かリ固定してください。

モービル用アンテナ

50MHz帯のモ ビル用アンテナとしては司各種あります0 y.-波長

ホイソプアンテナ司 V.i皮長ヘリカルホイ y プアンテナ等カ、あります

が， 50MHz部ー用であれはとのアンテナでも使用できます。

電源容量について

外部DC電源による運用では，最大出力時において約 4Aの電流

を消費します。モ ビル運用時において司この程度の消費電流なら

ば，通常白動車に搭載きれている， 35A H位のパ y テリ で十分ま

かなえます。しかし，負荷容量の増加になりますので，パ yテリー

が過放電にならないよう，エンジンをかけた状態での運用をおすす

めします。

16 

注 モービル運用には，安全運転上，固定チャンネル（水品発振子

を準備して）による運用をおすすめします。

4-10 VO  X運用

別売オプションのボイスコントロールユニソト V0 X 3を使用す

る場合，スタンパイスイッチをRECにし， vox3のVOX GAINボ

リュームのスイソチをONにしますと，送受のスタンパイは音声に

よって自動的に行なうことヵ、できます。 vox感度はVOX GAINボ

リュームで調整できます，っさに受信しながらV0 Xを動作させ唱

スピーカー出力によりvoxヵ、言呉重力イ乍しないよう ANTIVOX GAIN 

ツ7 ミを調撃します。 ANTIVOX GAINツ7 ミを上げすぎますと．

雑音なとでANTIVOX回路カ、動作し司なかなか送信に移れないよ

うな場合があリますので，注意してツ7 ミの調整を行なってくださ

い。復帰時間の調整は DELAYTIMEボリュ ムで調整できます。

なお細部については司 vox3取扱説明書を熟読め上二使用くださ

るようお願いします。

なお， cwモ ドにてはセミブレークイン運用ヵ、できます。また

サイトトーン回路が内蔵されていますので内蔵スピ カでキ イン

クのモニタ もできます。
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5-1 ブロックダイヤグラム

T S-600のブロソクダイヤグラムを図11に示します。

全部で， 69トランジスタ , 16 FET, 8 IC, 124タイオードです。

各回路は重b作区分ごとにユニソト化され，ユニyトは LPF以外すべて

プリント配線となっています。

主な構成は，受信部が SSB時はシングルスーパー， AM, FM時

はタプルスーパー，そして送信部は SSBがフィルタータイプ， FM

時，電圧可変容量素子直接変調， AM時低電力変調， cw時ブロ y

クバイアスキーインク方式でシンク山ルコンパージヨンタイプとなっ

ています。

水品発振周波数

USB 10. 7015MHz 

キャリアユニット LSB 10.6985MHz 

A川 CW 10. 7006MHz 

ジェネレ ターユニット FM 10. 700MHz 

50 69. 900MHz 

51 70.900MHz 

HETユニ ト
52 71. 900MHz 

、y

53 72.900MHz 

注， 52, 53MHzの水晶発

振子はオプション

5 2 ユニット

1. キャリアユニット（ X50-1160-00) 

送信時にはジェネレータのキャリアとして，受信時にはリンク

検波の BFOとして働きます。

発援は， 7.k品発振子を用い夕食イオ ドスイッチでUSB,LSB, 

cwを切り替えています。

2. ジェネレーターユニット（X 52-1080-02) 

送信時に Ss Bを発生させる基本部分です。 トランジスタ 1段

のマイク・アンプとトランジスター 2石の低周波増幅，それにダ

イオード 4本のリング変調回路と 1段のバッファ が置かれてい

ます。他に AM低電力変調回路， FM時の電庄可変容量素子直接

変調回路 Ss B受信用リング検波回路， SSB, CW用 IF回路，

も組み込まれています。 SSB運用時のユニットは， DSBを発生

していて次にクリスタルフィルタ一回路を通過した後に Ss B と

なります。また cw時にはリンク変調器のハランスを直流電圧で

くずしてキャリアを出しています。
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また FM変調回路には最大周波数偏移設定用の半固定VRが内

蔵されています。

3. IFユニット（X48-1170-00) 

受信時には， RXNBユニソトからの入力を 10.7MHzのセラミ

ックフィノレタ をj盈し， 455kHzのIF主主に入れるために， ミクサ

ーして 455kHzにして， FM用の 455kHzのセラミックフィルタ

を通します。その後に FM時には制限増幅器を通してFM検波し

ます。検波出力をスケルチ回路とゲート回路に分け，スケルチ回

路の出力をゲート回路に入れます。 FM時の中間周波およびスケ

ルチがこの回路の働きですAM時には， FM用セラミソクフィル

タ を通した後，更に AM用セラミソクフィルタ を通り，増幅

した後AM検波します。

4. MIXユニット（ X48-1180-00) 

送信部のヘテロダインミキサー，電庄増幅および電力増幅回路

が組み込まれています。 HETユニソト，ジェネレーターユニット

からの信号は，タブルバランスドミキサーで50MHzを作り，次

に電圧可変容量素子同調回路を通って電圧増幅され，広帯域の電

力士削l扇をします。それと電圧増幅用の FETでブロソクバイアス

キーインクを行って， cw運用をします。 ALC回路も MIXユニソ

ト内に組み込まれています。

また，電圧増111国用 FETのゲインを外部よりコントロールして

送信出力を可変させます。

5. FINALユニット（ X56-1220-00) 

lOW出力の終段電力.t'/っ幅部で，回路構成はプソシュプル回路と

なっています。ファイナルは同調操作を一切必要としない広帝域

附幅としております。

ファイ十ルユニットには，ファイナルの全回路および送・受信

切替用のリレーを組み込み，シャーシとク リング用のヒートシ

ンクが一体となっております。

6. LPFユニット（ X5ト1140-00)

送信および受信時の空中線結合と，送信時のスプリアス除去お

よびTVIを考慮した 6段ローパスフィルタ一回路との 2つの動作

とRF出力レベルを検出しています。

7. マーカーユニット（X 50-1280-00) 

キャリプレートの時に必要な， lOOkHz? カ一信号を発生す

る回路で， 10MHzの基準水品発振器をカウンタ用 IC2段で1/100

のlOOkHzに分周しています。



8. R X ・NBユニット（ X 55・1140・00)

受信部の高周波増幅，ヘテロ夕、イン・ミキサー， 7.k品フィルタ

を通って IF回路へ行きます。それとユニ yト内にー ノイズフ

ランカ (NB）が組み込まれています。パネル面のスイ yチヵ、

OFFの時は，単に水晶フィルターを通った後の IF回路として動

作します。 NBスイソチをONにするとノイズ入力に従って IF 

信号の通過回路が開閉されます。なお信号とノイズはトランジス

ターにより振幅，周波数の両面から再検出を行なっていますから，

より確実なノイズ検汁Iおよびノイス、除去カ、なされ司信号をクリー

ンアソブ。しています。

従って SSB 信号などと周波数構成．振rJ！日が基本的に異なる種

類のノイズ（例えはイクニ y ションノイズなど）に対しては，抜

群の性能を発揮します。しかし非常に強力な近楼周波数信号(IF

帯域外）が存在する場合とか， SSB 信号等と周波数構成，振幅

などの占で類似しているノイズ（高周波ウェルタ ， コロナ放電

等）においては司信号とノイス、との区別が困難なだめ，希望信号

に歪が生じたり， ノイス、の除去効果がうすれますので誤解のない

ようにお願いします。 S. R Fおよびセンターメータ の調整回

路も組み込まれています。

9. HETユニット（ X 50-1360-00) 

HET出力の 69.9MHz帯信号を発生させる回路で司 60MHz帯と

9.2-8.2MHz帯の VFO, もしくは固定チャンネル水品発振をミ

クサ して HFT出力を作り出しています。ミクサ には，ダブ

ルバランス型の回路を使用し，その後 BPF回路を組み込み，不

要電波はユニソトの外には出ないようになっています。

10. VFOユニット（ X40-1080-01)

主主全シールドのユニソトで， 2FET, 2トランジスター＇ 2ダイ

オードの超安定 VFOです。なお，このユニソトの調柊には高度な

技術を必要としますので，絶対に手を加えないようお願し、致しま

す。

11. AFユニット（ X 49-1100-00) 

受信検波出力を増幅し，スピ カーを働かせるための受信部の

最終段です。

帯域増幅2段，低周波電力増幅を ICにて行っており負荷イン

ピ ダンスは 4-SQです。

また， cw運用時のサイドトーン回路が組み込まれております。

注卜 T S-600に内蔵されているスピーカーのインピーダンスは

4Qですカヘ EXTSP端子およびPHONE端子のインピーダ

ンスは 4-SQです。

12.電源ユニット（ X 43-1230-00) 

TS 600の電源ユニットは， AC-D C共用となるよう内部に

ACのブリソジ整流回路を持っています。 FINALユニット， AF

ユニソトおよび MIXユニ、ソトにはDC12Vの安定化電源を使用し，

また 9V電源は13.8Vを ICで安定化して得ています。

また， CW運用時のMIXユニソトへブロックバイアス電圧を加

えるためのスイッチング回路カ、組み込まれています。

以上のユニットは相互結線するとき，区別がしやすいように，

それぞれの端子につぎのような端子記号をつけてあります。原則

として同じ名称の端子が互いに接続されております。

記 号 内 容

12V 12.0V 

9 V 9V 

-6V -6V 

GND アース

TOO 送信系

ROO 受信系

oov ボリューム

I N 入力

OUT 出力

RLO リレー

S仁3 スイッチ

OOB 電源ライン

機構および回路を改造したような場合には，性能を保証致しか

ねますのでご注意ください。
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6 ． アクセサリー
6-1 各種アクセサリー

TS  600をより有効に使用していただくために，次のようなアク

セサリーが用意されております。お求めの節には，当社ノ、ムショッ

ブ店にてこ、購入ください。

・オプション水晶

表 6( 23頁）のように唱固定チャンネル用の水晶が用意されてい

ます。

・通信機用マイクロホン MC  50 

通信機用として特に設計された，単一指向性タイナミソク7 イ

クロホンで，雑音の多い場所とかV0 Xでの運用時に抜群の性能

を発揮します。ロック機構のついたPT Tスイッチを内蔵し，山

力インピータンスは50k Qと600Qの2種類に切替可能です。

・通信機用ヘッドホン HS  4 

通信機専用として長時間の連続使用にも疲れぬように‘パソト

＇ι 

MC-50 

6 - 2 vox-3の接続
VOX-3の取付けには，工具は全く必要ありません。図12のよう

にセット背面のVox 端子へV0 Xユニソトvox 3のコ ドを接

続するだけです。参考として図12にTS-600のスタンハイ回路を示

しておきます。
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－ホルターの形状，材質，重量について司機能的に設計きれた高

了解度ダイナミック型ヘッドホンです。

インピ ダンスは 8Qです。

•vo Xユニット vox 3 

トランシーパーの送信と受信の切替えはスタンパイ・スイソチの

他， 7 イク・スイッチでも行なうことヵ、できます。そのどちらも使

わずに， 7 イクに向かつて話をするとかキーインクをすると自動的

に送受が切替えられる便利な回路がV0 Xです。このV0 X回路が

VOX-3で， TS 600には簡単に接続できますので司これを使用し

て能率のよいオベレートを楽しむことができます。

．ハムクロック HC  2 

HS  4 

ノ、ム用24時間時計です。主なプリフィクスが書かれております

ので．世界中の時刻が一日でわかります。また単一乾電池一本で

一年以上動き続けます。

HC-2 

vox 3の使い方

ess Bモードの場合

まず本f本のスタンノくイ・スイソチを RE Cに， vox-3のVox 

GAINツ7 ミをONにします。これでVOX-3は動作状態に入り

ます。 7 イクに向かつて音声を入れますと，自動的に送信へ切替わ

ります。動作がにぷいときはVOX-3のGAINツ 7 ミで調整して

ください。話し終わりますと再び受信に戻りますが，送信から受信

へ戻る時間はDELAYツ7 ミで白由に変化させることができます。

また受信をしているときにスピ カーから出た音が7 イクへ入って

VO  Xを動作させてしまうことがある場合は， ANTIV 0 Xツ7 ミ

で補正してください。なおvoxを使用しない時は， vox 3のvox

GAINツ7 ミをOFFにしておきます。



ec Wモードの場合

s s Bモードと同じ状態にてTS 600のMODEスイソチをcwに

い背面のKE Y端子に電鍵を差し込みます。

この状態にてキーイングを行なえば自動的に送信状態となりキー

インクを止めても保持時聞の問送信状態を保ち．その後受信状態に

もどります。これをセミブレークイン方式といいます。保持時間は

キーイングの速さに合うよう DELAYツ7 ミにて調整します。 --
＼ぞ＼

eAM, F Mモードの場合

ビス
s s Bモードと同じ方法でV0 X運用をすることはできますが‘

言葉の胡れ目でキャリヤも切れてしまうため耳ざわりな雑音ヵ、生じ

ますので，あまりこのモードでは使用されません。

図13 マイク・フックの取付けかた

6-3 マイク・フック

付属のマイクをコンパクトに納入できるように，？イクフックを

ケースに取りつけてください。マイクフックは，イ寸属品として入っ

ておりますから図13を参考にケ スに取りつけてください。

「ー亡二一1スタンパイ・リレー

iζi 
TS・600

口
口

7

。。
ス
タ
ン

vox 
付属voxプラグ

] 
／市 （ピン側から見た図）

＋＋  
AF 13V電源
OUT I 

VO X端子

付属voxプラグ
図12 voxユニット VOX-3の接続方法とvox端子の回路
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調整7 ． 

固定チャンネルツマミ表示と水晶ソケットとの対応は図17に示し

します。

①H ET  ( XS0-1360 00）ユニソトのTP2（場所は図14参照）に周

波数カウンター(10MHzまで測定できるもの）を接続します。

②各水品発振子ソケソトに対応するトリ？（TC，～TC，） を調整して

希望の周波数になるよう調整します。

希望周波数の水品発振子の周波数は， 15頁固定チャンネル運用を

参照してください。

表 6(1). (2）にオプション水晶発振の一覧を示します。

なお，回定チャンネル用水晶発振子（7F0100-7F1000lは，当社発

売のTS700, TSー700GIIと共用となっています。

・固定チャンネル用水晶を増設する場合当面の聞は細部調整は必要あり

お買いあげいただきました

販売店または保証書に記載されている通信機サービス窓口をご利用

〈アごさ＇＇ o

7-1 

固定チャンネル用水

周波数調整

ここでは， 52および53MHzノくンド用水晶と司

ません。万一トラブルが生じた場合は，

T S---{;00は完全調整済ですから，

品を増設した場合の周波数の合わせ方を説明します。

クロケース上部の 2本のビスをはずし．

メソト 2個を引き上げふたを聞きます。

・52および53MHzバンド用水品を増設する場合

水品を増設する場合は．

HET(X50 1360 00）ユニソトのTPl(場所は図14を参照）に

周波数カウンター（100MHzまてー測定てがきるもの）を接続します。
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型名7F6040の水品発振子の場合の周波数は司（例）

対応する周波数調整用のコ

下記の周波数になるように

各水品発振子をソケットに入れ，

イル（ T3およびT4）を調整し，

② 

調整します。

数ィ皮周調整用コイル挿入ソケソ卜寸フ。ション水晶

71.900MHz 

72.900MHz 

3

4

 

T

T

 

X, 

X, 

52MHz用

53 
となります。

必、ず RITスイソチを OFFにして行一つ周波数調整は，なお，

｜・｜

。。
てください。

一一一一一

固定チャンネルの水晶発振子を入

れた場合の周波数を測定する。

｜・｜

圏

刊圏

HETユニット（xsoー136000) 

51MHzノ、ント用（内蔵）

TP2 

｜｜：：：：：：｜｜ 

：：：『~fTi ／シ

;r~n~til~~；ア前町
圏E霊園圏

一一一一一

一一一一一 52MHz, 53MHzバンドのヘテロダイン水品

を入れた場合の周波数を測定する。

52MHzノ〈ンド→71900MHz 
53MHzノ〈ンド→72.900MHz 

図14

周波数調整用コイル

22 



表 6

(1 )52MHz, 53MHzバンド用オプション水晶

型名

6 H 52 

6 H 53 

型 名

7 FIOOO 

7 F9604 

7 F9208 

7 F8812 

7 F8416 

7 F8020 

7 F7624 

7 F7228 

7 F6832 

7 F6436 

7 F6040 

7 F5842 

7 F5644 

7 F5446 

適用周波数

52MHzノ〈ンド

53MHzノぐンド

(2）固定チャンネル用オプション水晶

適用 周波数

51/52/53.00MHz 

50/51/52/53. 04MHz 

50 / 51 / 52 / 53. 08 MHz 

50/51/52/53. lZMHz 

50/51/52/53. lfiMHz 

50/51/52/53. 20MHz 

50/51/52/53. 24MHz 

50/51/52/53. 28MHz 

50 / 51 / 52 / 53. 32 MHz 

50/51/52/53. 36MHz 

50/51/52/53. 40MHz 

50/51 /52/53. 42MHz 

50/51/52/53.44MHz 

50/51/52/53 .46MHz 

発振周波数

71.9MHz 

72. 9MHz 

発振周波数

9. 200MHz 

9.160MHz 

9.120MHz 

9.080MHz 

9. 040MHz 

9.000MHz 

8. 960MHz 

8.920MHz 

8.880MHz 

8.840MHz 

8. 800MHz 

8. 780MHz 

8. 760MHz 

8.740MHz 

（注）固定チャンネル用オプション水品は．各モードで使用できます

が， JARLの推奨50MHz帯使用区分（図 5参照）に従って運用

してください。

なお，usBモ ドでは司適用周波数カ、上記表示より十l.5kHz,LSB 

ではー1.5kHzズレますのでご注意ください。

日本における VH Fテレビ放送のチャンネル

チャンネ／レ 周波数範囲 映像周波数 育声周波数

1 ch 90～ 96MHz 91. 25MHz 95. 75MHz 

2 ch 96-I02MHz 97. 25MHz 101. 75MH z 

3 ch 102～ 108MHz 103. 25MHz 107. 75MHz 

4 ch 170-176MHz 171.25MHz 175. 75MH z 

5 ch 176～ 182MHz 177.25MHz 181. 75MHz 

6 ch 182-188MHz 183.25MHz 187. 75MHz 

7 ch 188～ 194MHz 189.25MHz 193. 75MHz 

8 ch 192-198MHz 193.25MHz 197. 75MHz 

9 ch 198-204MHz 199. 25MHz 203. 75MHz 

!Och 204-210MHz 205.25MHz 209. 75MHz 

llch 210～ 216MHz 211. 25MHz 215. 75MHz 

12ch 216-222MHz 217.25MHz 221. 75MHz 

奔二ι') 名 適用周波数 発振周波数

7 F5248 50/51 /52/53.48MHz 8.720MHz 

7 F5050 50/51/52/53 .50MHz 8. 700MHz 

7 F4852 50/51/52/53. 52MHz 8. 680MHz 

7 F4456 50/51 /52/53. 56MHz 8. 640MHz 

7 F4060 50/51/52/53.60MHz 8.600MHz 

7 F3664 50/51/52/53.64MHz 8.560MHz 

7 F3268 50/51/52/53.68MHz 8. 520MHz 

7 F2872 50/51/52/53. 72MHz 8.480MHz 

7 F2476 50/51/52/53. 76MHz 8.440MHz 

7 F2080 50/51/52/53 .SO MHz 8. 400MHz 

7 Fl684 50/51/52/53 .84MHz 8.360MHz 

7 Fl288 50/51 /52/53 .88MHz 8.320MHz 

7 F0892 50/51/52/53. 92MHz 8.280MHz 

7 F0496 50/51 /52/53. 96MHz 8. 240MHz 

UHF TV周波数

470MHzから770MHzまでの 6MHz各々50チャンネル（470-476

MHzニ第13チャンネル， 764-770MHz＝第62チャンネル）
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8. トラフ、ルシューティング
つぎに書いてあるような症状は故障ではありませんから本取扱説明書を熟読のうえ，よくお調べください。下表に従

って処置しでもなおトラフゼルが起こる場合は，当社の通信機サービス窓口または最寄りの営業所にご相談ください。

症 状 原 因 処 置

1. A Cプラグとコンセントとの差込み不完 1. ACプラグを完全にコンセントへ入れる。

電源スイッチを入れでもランプが点灯せず 全。 2.差込みを完全にする。

音も出ない。 2.電源コードの差込み不完全。 3，ヒューズを交換する。（再び切れるときは

3. ヒューズ 故障）

1 .すみやかにスタンパイスイッチを受信側
1 .スタンパイスイッチヵ、送信j目ljになってい

にする。
て，セ y トが送信状態となっている。

アンテナをつないでも信号が受信できない。 2. FIX.CHスイッチカず空チャンネルになっ
2. FIX.CHスイッチをVFOまたはランプ。カぜ

点灯する位置にする。
ている。

3. CALスイッチ（SQUELCHツ7 ミ）を右
3. CALスイッチがONとなっている。

に回しスイッチを OFFにする。

F Mのみノイズカず出ない。 スケルチ回路が動作している。 スケルチツ7 ミを反時計方向に回す。

アンテナをつないでも信号が受信できず． RF GAINツ7 ミによって高周波回路の利得

Sメーターが振り切れている。
RF GAINツ7 ミを時計方向いっぱいに回す。

が下げである。

1 RF GAINツマミによって高周波回路の
1 .同上。

信号がない場合でも Sメーターが振れて， 幸IJ得が下げである。

ある位置に止まっている。 2. F M時，メータースイ yチがCE Nにな
（下がらない場合は故障）

2. メータースイッチを Sにする。
ーカ、振り切れている。 っている。

MODEスイッチを USBまたは LSBに変えて
SSBを受信した場合，音にならない。 サイドバンドが違っている。

みる。

RITヅ7 ミを動かしでも周波数が動かない。 RITスイッチがOFFとなっている。 RITスイソチを ONにする。

1. RIT S WをOFFにするか， RITツ7 ミを

RIT SW  ONの状態て＂， RITツ7 ミがずれて 0 （セ守口）のイ立置にする。
送受の周波数がずれている。

いる。 2. A Mの場合は，ずれることがありますの

で， RITを調整してください。

1 .近接周波数に強力な信号が存在する。

ノイズプランカーの効果が少ない。 2. SSB信号と類似しているノイズの場合。

（高周波ウエルダー，コロナ放電等）

送信できない。
1. vox端子に9PMTプラグが付いていない。
2. CALスイッチがONとなっている。

1 .セソト背面のvox端子を確認する。
2. CALスイッチ（SQUELCHツマミ）を右

に回しスイ yチを OFFにする。

RF POWERツマミが下がっている。
RF POWERツマミを時計方向いっぱいに回

送信出カヵ、出ない。少ない。
す。

A Mキャリヤツマミを適当な出力
A Mの出力が出ない。少ない。 A Mキャリヤヅ？ミがしほ、つである。

(R F目盛にてはほ5）まで上げる。

CAL ONにでも外来電波が減衰しない。 vox端子の gpプラグが抜けている。 gpプラグを差し込む。

1 .差込みを完全にする，マイク接続を説明
1. ？イクジャソクの差込み不完全．または

書通りに直す。
SSBの場合，出力が出ない。 7 イクプラグの接続不良。

2.セット内部のM I Cツ7 ミを時計方向へ
2. SSB？イクツマミがしぼってある。

回す。

FM？イクツマミがしはつである。
セット内部のM I Cツマミを時計方向へ回

F Mの場合，変調があきい。
す。

C Wの場合，サイドトーンが出ない。 サイドトーンツ7 ミがしぼってある。 サイドトーンツ7 ミを回し適音に調整する。
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9 ． 申請書の書き方
本機により，アマチュア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上，申請してく

アごさい。

（注）この用紙は，申請書として使用することはできませんので，送信機系統図等を切ηぬいて申請書にはりつけたりしないでく

Tごさ L、。

工事設計書 送信機系統図

区 分 第 1 送信機 第 2 送信機／ 第 1送信機の系統図または登録された番号もしくは送信機型名

発射可能な電波
電波町型式 電波町型式

［~一一iーj' F3, A3, A3j 
の型式・周波数

の範囲 50MHz帯

A3j：平衡変調
トリオ TS←600 

変調の方式 F3 ：リアクタンス変調 T33 

A3 ：低電力変調

終 名称個数 2SC1307(1）× 2 
段
管 電圧入力 12V 20W 

送信空中

線の型式

その他工事設計 電波法第 3章に規定する条件

※電信級，および第 2級アマチュア無線技士以上の資格をお持ちの方で，電信（A，）を申請する場合には， iA，を追加してください。

運用に当つてのご注意

TS  ---600について説明してまいりましたが，次のことに留意され

た快適な運用をお楽しみください。

最近アマチュア局の運用で特に都会の人家密集地帯等での運用が，

時としてテレビやラジオ・ステレオ等に対する電波障害を生じ，社

会的問題となる場合が見うけられますが，もちろんアマチュア無線

局側にすべての責任があるわけではありませんが，機器メーカー側

と致しましでもスプリアス等の不要輔射の発射を極力i成らし，質の

良い電波の発射ができるように念入りに調整検査を行って出荷致し

ておりますが，もし万一，本機を使用して運用中に上記の電波障害

を生じた場合には，次の事項に注意して対処され，正しく楽しい運

用を行なわれるようお願い致します。． アマチュア無線局は，自局の発射する電波がテレビやラジオ，
ステレオ等の受信や再生に障害を与えたり，障害を受けている旨

の連絡を受けた場合には，電波法令（運用規則258条）に従ってた

だちに電波の発射を中止し障害の程度，有無を確認してください。

VH  F帯機器では一般放送用ラジオに対する混信妨害は殆ど見受

けられません。

障害が自局の電波によるものであると確認された場合には，送信

側の原因か受信側の原因か大体の見極めをつける必要があります。

見極めをつける場合にはかなり専問的知識を要する場合もあります

ので，次のようにして処置を取られるのも一方法と思います。

① 送信機が明らかに発振等の異常動作をしている場合は，寄生振

動やスプリアスの発射がふえ，送信jijlJよりの障害もふえますので，

このような場合にはもよりの当社の通信機サービス窓口にて修理

を申しつけられるようお願いします。

② 受信側での原因による障害の場合は，その対策は単に技術的な

問題に留まらず，ご近所での交際上もなかなか難しい場合が見受

けられます。従って，このような場合も総合してアマチュア局に

よる電波障害問題については， JARL（日本アマチユア無線連盟）

ではアマチュア局側の申し出により，その対策と障害防止の相談

を受けますので， JARLの監査指導委員またはJARL事務局に申し

出られると良い結果が得られると思われます。 JARLではアマチ

ュア局の電波障害対策の手引きとして「TVIの対策ノート」を有料

で配布しておりますからJARL事務局に申し込まれるのも良いと

思います。

テレビ放送のチャンネル周波数は， 23頁を参照してください。

25 



内部部品配置図

ノ〈ンド用オプション
水品ソケッ卜

固定チャンネル用
水晶ソケッ卜

固定チャンネル用
周波数微調整トリマ

スピーカージャック

ss Bマイクゲ？イン
FMマイクゲイン

サイドトーン

VFOユニッ卜
(X40-1080-01) 

HETユニッ卜
(X50-1360-00) 

L.P.Fユニット MIXユニッ卜
(X51-1140-00) (X48-1180-00) 

ファイナルユニッ卜
(X56-1220-00) 

品
抑
制
輔
噌
慧

曹司圃・a
’・a酷
剣醐闘員長

輔圃睡置盛

．．． 圃掴S
’圃幽恒雄

一．栂幽畠圃輔副島
咽圃嘩

・圃時

電源ユニッ卜
(X43-1230-00) 

IFユニッ卜
(X48-1170-00) 

マーカーユニッ卜
(X50-1280-00) 

RXブースターユニッ卜
(X54-1200-00) 

CARユニット
(X50-1160-00) 

RX,NBユニッ卜
(X55-1140-00) 

ジェネレーターユニッ卜
(X52・1080-02)

AFユニッ卜
( X49-1100-00) 
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TS-600定格
70d B以上

70dB Lス」二

SSB, CW司 2.4kHz以上

( 6 dBにて）

AM  4 kHz以上（－ 6 dBにて）

FM・ 16kHz以上（ 6 dBにて）

SSB, CW, 4.SkHz以下（－60dBに

て）

AM  : 12kHz以l"( 40dBにて）

FM  32kHz以下（－60dBにて）

0.25μV以下

2.5W以上(10%百三率，

4～ 8 Q 

スイソチON 1分後より 60分まで

土 2kHzJ,:J、下，その後30分当り

150Hz以内

95＼町（AClOOV),4A(DC13.8V) 

45W(AC100V), 0.8A(DC13.8V) 

AClOOV 50/60Hz 

DC12V～ 16V（基準電圧DC13.8V)

幅278×高き124×奥行325(mm)

11kg 

4 Q負荷時）

レ
」
レ
レ
百
田

L
E
L
ι
曲
目

度

スケルチ感度

低周波出力

受信機負荷インピー夕、ンス

周波数安定度

i宣言イ言日寺主主ゴ壬

受信無信号II寺

電圧

法（突起物は含まない）

量

ジ

害

域
妨

帯

f尺

力

メ

F

過

費電

i原

イ

I

通

選

電

i肖

寸

重

50-54MHz(52～54MHz はオプション）

SSB(A3j）、 FM(F,),CW(A,), 

AM(As) 

SSB, C＼へ人 FM 

AM 

定格出力から lW以下まて、連続可変

50 Q （不平衝）

40dBJ,:J,、｝て

40dBJ,:J, r. 
第 2,3, 4高調波

その他のもの

土 5kHz 

SSB 平衡変調

FM 可変 IJアクタンス直接変調

AM 低電力変調

500 Q タイナミック7 イク

400-2600Hz ( 9 dB) 

SSB CW：シンクルス ノマー・〈、

テロタイン

FM, A M ：ダブルス ノぐへ、テロ

タイン

SSB, CW, 10.7MHz 

FM司 AM：第 1I F 10. 7MHz 

第 2I F 455kHz 

CW  0.25μV 入力にてS/N

lOdBJ,）、！こ

F M ・lμV入力にてS/N30dB以上

lOW 

5W  

-75dB以下

60dB以下

SSB 

数

式

最大周波数偏移（ FM) 

変調方式

中

受

数

ン

性

式

度

力

送信出力調整

空中線インピーダンス

搬送波抑圧比

側帯波抑圧比

不要轄射強度

イ吏用マイクロフォ

送信周波数特

受信方

i皮

i皮

周

型

出

店主
’b、

周

受信

波

f言

f言

間

送

電

i主主

20dB雑音抑圧感度0.4μV以下

AM: 0.5μV入力にてS/NlOdB以 l

予告なく変更することがあります。技術開発にともない，・定格は，

TRIO  ＠ 
トリオ株式会社． 

保証書に記載されているもよりの各サービス窓口またはお買い上げ後のサービスのご相談は，

購入店をご利用ください。

PRINTED IN JAPAN 

④ 

B50 2503-00/01 。6446
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